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台
湾
詩
壇
に
お
い
て
は
、
一
九
九
三
年
の
俳
句
ブ
ー
ム
お
よ
び
陳
黎
の
『
小
宇
宙
―
―
現
代
俳
句
一
百
首
』
の
上
梓
が
嚆
矢
と
な
り
、
一

九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
新
聞
・
雑
誌
に
お
け
る
中
国
語
俳
句
の
掲
載
お
よ
び
中
国
語
俳
句
の
単
行
本
の
刊
行
も
徐
々
に
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
起
こ
っ
た
短
詩
型
の
截
句
ブ
ー
ム
の
興
起
に
も
俳
句
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

　

短
詩
型
は
台
湾
に
お
け
る
中
国
語
詩
の
主
流
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
そ
の
存
在
感
が
明
ら
か
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
九
九
〇
年

代
後
半
に
林
建
隆
が
世
に
問
う
た
三
冊
の
中
国
語
俳
句
集
の
ほ
か
、
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
馬
悦
然
に
よ
る
中
国
語
俳
句
や
陳
黎
『
小

宇
宙
』
の
増
補
版
（「
変
奏
」）
が
出
版
さ
れ
、
華
文
二
行
俳
句
を
含
む
様
々
な
形
式
の
中
国
語
俳
句
集
が
現
れ
た
。

　

本
稿
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
台
湾
現
代
詩
に
お
け
る
中
国
語
俳
句
お
よ
び
截
句
等
の
短
詩
型
ブ
ー
ム
を
考
察
し
、
前
稿

「
台
湾
現
代
詩
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
に
つ
い
て
―
―
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
中
国
語
俳
句
ブ
ー
ム
を
中
心
に
」

1の
続
編
と
し
て
、
中
国
語

現
代
詩
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
と
そ
の
意
義
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
論
文

台
湾
現
代
詩
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
に
つ
い
て
（
続
） 

　
─
─
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
ま
で
の
詩
界

呉
　
衛
峰



（2）

一

　
「
俳
句
ブ
ー
ム
」
直
後
の
一
九
九
〇
年
代
後
半
、
林
建
隆
（
一
九
五
六
～　

）
が
立
て
続
け
に
上
梓
し
た
三
冊
の
俳
句
集
が
台
湾
の
中
国

語
俳
句
を
二
十
一
世
紀
に
繋
い
だ
。

2林
は
当
時
台
北
に
あ
る
東
呉
大
学
英
文
系
の
副
教
授
で
あ
り
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
二
年
に
か

け
て
の
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
に
デ
ィ
ー
プ
・
イ
メ
ー
ジ
（D
eep im

age

）
詩
人
・
ビ
ー
ト
詩
人
の
ダ
イ
ア
ン
・
ワ
コ
ス
キ
（D

iane 

W
akoski

、
一
九
三
七
～　

）
に
師
事
す
る
こ
と
や
、
日
本
俳
句
の
英
訳
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
、
俳
句
の
影
響
を
受
け
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。3

　

最
初
の
中
国
語
俳
句
集
『
林
建
隆
俳
句
集
』
は
１
２
０
首
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
詩
題
の
あ
る
も
の
で
、
基
本
的
に
三
行
詩
で
あ

る
が
、
二
行
と
四
行
の
も
の
も
あ
る
。
こ
の
詩
集
に
先
輩
詩
人
の
巫
永
福
（
一
九
一
三
～
二
〇
〇
八
）

4の
「
序
」
が
付
い
て
い
る
が
、
作
者

自
身
に
よ
る
「
俳
句
と
は
何
か
」
の
説
明
は
な
い
。
作
風
を
見
る
た
め
に
、
ま
ず
数
首
を
掲
げ
る
。

１
　
楓
林5

闖
進
楓
林 

楓
の
林
に
闖
入
し
た

鮮
紅
的
淚 

紅
色
の
涙
が

阻
斷
我
的
前
輪 

前
輪
を
押
し
と
ど
め
る

２
　
秋
風

每
一
盞
燈
都
熄
了 

灯
が
全
部
消
え
た
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我
的
長
裙
掃
過 

私
の
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
が
彼
の

他
家
門
前
的
落
葉 

門
前
の
落
葉
を
払
う

右
の
二
首
と
も
自
然
を
詠
む
も
の
で
あ
る
。
１
で
は
、
楓
の
落
葉
を
「
紅
色
の
涙
」
と
表
現
し
、
そ
れ
と
な
く
人
間
と
自
然
と
の
関
係
を
ほ

の
め
か
す
描
写
と
な
る
が
、
２
で
は
「
秋
風
」
を
一
人
称
で
呼
び
、「
彼
」
と
い
う
人
間
と
の
恋
愛
関
係
に
喩
え
る
。
自
然
物
を
愛
す
べ
き

女
性
に
た
と
え
擬
人
化
す
る
技
法
を
使
っ
て
お
り
、
詩
人
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
一
面
が
伺
え
る
。
小
動
物
を
テ
ー
マ
に
す
る
も
の
も
多
く
あ

り
、
た
と
え
ば
、

３
　
烏
龜 

　

カ
メ

用
四
隻
脚
畫
出 
四
本
の
脚
で

沙
灘
上 

砂
浜
に
描
き
だ
す

春
天
的
尾
巴 

春
の
尻
尾
を

と
、
写
実
と
象
徴
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
非
常
に
微
笑
ま
し
い
一
こ
ま
を
描
き
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
次
の
一
首
で
は
、

４
　
寒
鴉

兩
脚
抖
著 

震
え
て
い
る
両
足
で

抓
緊 

し
っ
か
り
と
掴
ん
で
い
る

銅
像
的
權
杖 

銅
像
の
王
笏
を
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戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
て
ま
だ
十
年
も
立
っ
て
い
な
い
時
期
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
の
「
冬
の
鴉
」
は
長
く
続
い
た
独
裁
政
治
へ
の
皮
肉
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

彼
は
「
学
者
詩
人
」
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
さ
れ
、
中
国
語
俳
句
も
「
現
代
短
詩
で
は
あ
る
が
、
俳
句
的
な
も
の
は
な
い
」
と
い
う
批
評
も
受
け

て
い
る
が
、

6日
本
語
以
外
の
い
わ
ゆ
る
「
俳
句
」
は
、
総
じ
て
ど
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
か
ら
離
れ
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
や
は
り
「
俳
句
の
影
響
」
と
い
う
視
点
で
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
の
一
首
は
一
般
的
意
味
の
中
国
語
現
代
詩
の
ス
タ
イ
ル
と

異
な
り
、
俳
句
美
学
の
影
響
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

５
　
探
病 

　

お
見
舞
い

看
不
見
病
房
的
白 

病
室
の
白
が
目
に
入
ら
ず

小
女
兒
盯
著
祖
父 
末
娘
は
祖
父
の
病
床
の
横
に
あ
る

床
頭
的
紅
蘋
果 
赤
い
リ
ン
ゴ
を
見
つ
め
て
い
る

子
供
の
無
邪
気
な
心
理
を
う
ま
く
描
出
し
て
い
る
。
た
だ
全
体
的
に
い
え
ば
、
詩
集
に
お
い
て
、
擬
人
と
隠
喩
の
技
法
が
中
心
的
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
技
法
を
使
用
せ
ず
、
写
生
の
み
で
構
成
し
た
成
功
作
の
一
つ
で
あ
る
。

６
　
瓜
子
臉 

　

う
り
ざ
ね
顔

還
你
一
片
細
白
的
瓜
子
肉 

う
り
の
実
を
返
そ
う

讓
我
剝
開
妳 

君
の
塩
味
の
つ
い
た
黒
い

烏
黑
略
帶
鹹
味
的
殼 

黒
い
殻
を
剥
い
て
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７
　
有
兆 

　

兆
し

窗
前
的
蠟
燭 

窓
の
下
の
蝋
燭
と

海
上
的
魚
火
，
不
斷
搖
動 

海
上
の
漁
火
、
絶
え
ず

今
晚
的
風 

今
晩
の
風
を
揺
ら
す

８
　
藤
蔓 

　

蔓

門
前
老
樹
幹 

門
前
の
老
木
の
幹

暗
褐
的
藤
曼 

深
い
褐
色
の
蔓
が

爬
上
阿
爸
的
臉
龐 

父
の
顔
に
這
い
上
が
る

９
　
螞
蟻 

　

ア
リ

牡
丹
花
下 

牡
丹
の
下

身
穿
盔
甲 

甲
冑
を
か
ぶ
っ
た

中
古
武
士
的
遺
骸 

中
古
武
士
の
遺
体

６
は
「
瓜
実
顔
」
に
食
用
の
瓜
実
を
掛
け
て
い
る
。
７
は
蝋
燭
と
漁
火
と
そ
れ
ら
を
揺
ら
す
風
の
関
係
を
逆
に
し
て
描
写
し
た
こ
と
で
、
本

来
自
然
な
事
象
を
言
葉
の
上
で
「
異
常
」
に
見
せ
、
そ
の
「
異
常
性
」
が
な
ん
ら
か
の
「
兆
し
」
で
あ
る
と
い
う
。
８
は
老
木
と
老
人
の
顔

の
類
似
性
を
褐
色
の
蔓
で
つ
な
い
だ
良
い
作
品
で
あ
る
。
９
は
芭
蕉
の
「
む
ざ
ん
や
な
甲
の
下
の
き
り
ぎ
り
す
」
か
ら
着
想
を
得
た
か
も
し

れ
な
い
。
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１
０
　
瀑
布 

　

滝

悠
閑
地
站
著 

悠
然
と

對
準
湍
流 

激
流
を
め
が
け
た

大
山
的
尿 

大
山
の
放
尿

１
１
　
除
法 

　

割
り
算

母
親
的
髮
絲
除
以
秀
姑
巒
溪 

母
の
髪　

割
る　

秀
姑
巒
溪
は

等
於
泛
舟
，
國
家
公
園
除
以
梅
花
鹿 

小
舟
、
国
家
公
園　

割
る　

鹿
は

等
於
7 

11
和
賭
香
腸
的
骰
子 

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
賞
品
が
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
サ
イ
コ
ロ

１
２
　
飛
機 

　

飛
行
機

空
中
監
獄 

空
中
の
牢
獄

在
紐
約
服
刑
，
刑
期
廿
四
小
時 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
入
獄
、
刑
期
二
十
四
時
間

於
台
北
開
釋 

台
北
で
釈
放

１
３

　
求
救 

　
Ｓ
Ｏ
Ｓ

黑
熊
的
斷
掌 

手
が
切
り
取
ら
れ
た
黒
熊
が

古
寺
的
後
山 

古
寺
の
裏
山
か
ら

敲
不
響
抹
黑
的
鐘 

黒
塗
り
の
鐘
を
鳴
ら
せ
な
い
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１
４
　
塞
車 

　

渋
滞

一
個
紅
燈 

一
回
の
赤
信
号
は

一
行
俳
句
，
方
向
盤
上 

一
行
の
俳
句
、
ハ
ン
ド
ル
の
上
で

歡
喜
塞
車
的
筆 

渋
滞
を
喜
ぶ
ペ
ン

１
０
で
は
、
滝
が
山
の
放
尿
に
喩
え
ら
れ
、
日
本
で
い
え
ば
俳
句
よ
り
川
柳
の
部
類
に
入
れ
ら
れ
る
書
き
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
奇
抜

さ
が
や
や
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
か
、「
俳
」
の
俗
の
面
を
殊
更
に
推
し
進
め
て
中
国
語
現
代
詩
を
「
脱
構
築
」
す
る
例
は
、
後
述
の
截
句

ブ
ー
ム
に
も
現
れ
て
い
る
。
１
１
の
「
割
り
算
」
は
お
そ
ら
く
陳
黎
の
真
似
で
あ
ろ
う
。7
１
２
は
飛
行
機
を
刑
務
所
と
喩
え
る
も
の
で
あ

る
。
林
が
若
い
頃
傷
害
罪
で
実
刑
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
連
想
で
あ
ろ
う
。『
林
建
隆
俳
句
集
』
に
お
い
て
は
「
鐵
窗
俳
句
」（
鉄
の
窓
俳

句
）
と
い
う
題
の
下
に
ま
と
め
ら
れ
た
二
十
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
後
に
入
獄
時
の
体
験
を
詠
む
彼
の
第
三
俳
句
集
が
上
梓
さ
れ
た
。

第
三
俳
句
集
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
の
で
後
述
す
る
。
１
３
は
作
者
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
の
立
場
か
ら
、
貴
重
な
中
華
料
理
食
材
の
「
熊
掌
」

（
熊
の
手
の
ひ
ら
）
を
獲
る
密
猟
に
よ
っ
て
無
残
に
傷
つ
け
ら
れ
た
熊
の
孤
立
無
援
を
訴
え
て
い
る
。

　

１
４
は
、
こ
の
作
品
集
の
書
き
方
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
赤
信
号
を
待
っ
て
い
る
間
は
中
国
語
俳
句
を
書
く
「
ペ
ン
」、
つ
ま
り
作
者

の
心
の
喜
び
と
い
う
言
葉
は
、
観
照
的
「
ハ
イ
ク
・
モ
ー
メ
ン
ト
」
よ
り
も
、
作
者
の
脳
裏
の
瞬
間
的
「
ひ
ら
め
き
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ゆ
え
に
、『
林
建
隆
俳
句
集
』
で
は
、
外
部
イ
メ
ー
ジ
の
捕
捉
の
作
品
も
存
在
す
る
が
、
奇
抜
な
擬
人
・
隠
喩
・

構
成
が
彼
の
言
葉
の
特
徴
で
あ
る
。
実
際
、
隠
喩
と
擬
人
を
使
わ
な
い
写
生
作
品
は
存
在
す
る
が
、
大
半
は
言
葉
の
省
略
と
イ
メ
ー
ジ
の
鮮

明
さ
に
欠
け
る
平
板
な
描
写
に
陥
っ
て
い
る
。

　

翌
年
、
林
建
隆
第
二
俳
句
集
『
生
活
俳
句
』
が
出
版
さ
れ
た
。
新
聞
『
自
立
晩
報
』
の
「
副
刊
」
に
連
載
し
た
中
国
語
俳
句
を
三
百
首
収

め
て
お
り
、
詩
題
あ
り
で
一
首
ず
つ
番
号
が
ふ
っ
て
あ
る
。
副
題
は
「
捷
運
的
詩
・
詩
的
捷
運
」（
台
湾
に
お
け
る
「
捷
運
」
と
は
、
地
下
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鉄
・
市
内
電
車
・
新
幹
線
に
相
当
す
る
高
速
電
車
を
全
部
含
め
る
言
葉
）
で
あ
る
の
で
、
短
く
て
速
い
中
国
語
俳
句
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

同
集
も
著
者
の
前
書
き
も
し
く
は
後
ろ
書
き
が
な
く
、
巫
永
福
の
「
序
」
と
李
魁
賢
の
「
評
論
」（
第
一
俳
句
集
の
時
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
）

の
ほ
か
に
、
台
湾
大
学
副
教
授
で
女
性
詩
人
の
江
文
瑜
に
よ
る
詳
細
な
「
評
論
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
生
活
俳
句
』
の
作
品
は
第
一
俳
句
集
よ
り
完
成
度
が
高
く
、
三
百
首
で
あ
る
の
で
内
容
は
よ
り
広
い
生
活
の
各
側
面
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
た
だ
、
第
一
俳
句
集
の
出
版
か
ら
一
年
し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、
特
徴
は
似
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
例
を
掲
げ
る
。

７
６
。
蛙
（
一
） 

春
雨
的
池
塘 

春
雨
の
池

荷
葉
上
端
坐 

蓮
の
葉
に
坐
っ
て
い
る

一
尊
碧
綠
的
佛 
緑
の
仏

芭
蕉
の
句
を
ベ
ー
ス
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
題
と
第
三
行
は
比
喩
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
俳
句
的
に
考
え
れ
ば
、
実
質
「
四

行
」
と
な
る
。

　

翌
一
九
九
九
年
に
上
梓
さ
れ
た
第
三
俳
句
集
『
鐵
窗
的
眼
睛
』（
鉄
の
窓
の
眼
）
は
、
獄
中
で
過
ご
し
た
三
年
間
の
体
験
を
綴
っ
た
百
首

で
あ
り
、「
鉄
（
柵
）
の
窓
」
の
中
か
ら
見
た
世
界
を
張
り
の
あ
る
鮮
や
か
な
言
葉
は
読
者
の
心
に
突
き
刺
さ
り
、
異
次
元
の
空
間
と
時
間

お
よ
び
そ
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
生
へ
の
絶
望
と
渇
望
を
三
行
の
現
代
俳
句
詩
で
見
事
に
文
字
化
し
て
い
る
。
無
題
で
、
番
号
の
み
が
振
っ
て

あ
る
。

　

学
者
詩
人
の
蕭
蕭
（
一
九
四
七
～　

）
は
「
推
薦
序
」
に
以
下
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
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林
建
隆
の
『
鐵
窗
的
眼
睛
』
は
、
声
高
な
憤
り
の
抗
議
で
は
な
く
、
わ
ざ
と
ら
し
い
寛
容
さ
を
見
せ
る
「
や
さ
し
い
」
顔
で
も
な
い
。

正
し
い
か
間
違
っ
て
い
る
か
は
詩
の
本
意
で
は
な
く
、
詩
の
本
質
で
も
な
い
。
鉄
の
窓
の
存
在
と
心
の
傷
と
い
う
普
遍
的
象
徴
こ
そ
、

林
建
隆
俳
句
の
意
義
と
内
容
、
お
よ
び
詩
的
価
値
の
存
す
る
所
で
あ
る
。8

林
建
隆
の
三
つ
の
俳
句
集
で
は
、
最
初
の
二
つ
は
質
的
に
陳
黎
の
現
代
俳
句
詩
に
及
ば
な
い
が
、
第
三
俳
句
集
は
陳
黎
と
は
一
線
を
画
し
た
、

林
建
隆
な
ら
で
は
の
俳
句
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

１
．

說
是
鐡 

鉄
だ
と
言
わ
れ

其
實
是
鋼 
実
は
鋼

魚
腸
劍
也
削
不
斷
的
窗 

魚
腸
の
剣
で
も
切
れ
な
い
窓

魚
腸
の
剣
と
は
、
中
国
古
代
伝
説
の
剣
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
鋼
鉄
で
出
来
て
い
る
窓
の
柵
を
切
れ
な
い
と
い
う
鮮
烈
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
三
・

四
・
九
の
形
式
と
押
韻
の
効
果
に
と
も
な
っ
て
、
牢
屋
の
堅
固
さ
と
捕
ら
わ
れ
の
身
の
絶
望
感
を
表
出
す
る
。

５
．

風
的
顔
色 

風
の
色

鐵
窗
内
衣
領
的
藍 

鉄
窓
内
の
襟
の
ブ
ル
ー

憂
鬱
的
方
程
式 

憂
鬱
の
方
程
式
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空
の
色
で
は
な
く
「
風
の
色
」
と
い
う
表
現
が
詩
に
躍
動
感
を
も
た
ら
す
。
ブ
ル
ー
は
囚
人
の
服
の
色
を
憂
鬱
に
掛
け
て
い
る
。「
方
程
式
」

と
い
う
モ
ノ
ク
ロ
で
無
機
質
な
言
葉
は
、
監
房
内
外
の
立
体
的
で
色
彩
的
世
界
を
対
照
さ
せ
る
見
事
な
表
現
で
あ
る
。

１
０
．

鐵
窗
上
的
毛
毛
蟲 

鉄
窓
上
の
毛
虫

卡
在
我
們
相
像
的
門
縫 

想
像
の
ド
ア
の
隙
間
に
挟
ま
れ

進
出
不
得
的
蝴
蝶 

身
動
き
で
き
な
い
蝶
々

１
４
．

探
照
燈
照
在 
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
照
ら
す

鐵
窗
上 

鉄
窓
上
の

蟑
螂
的
觸
鬚 

ゴ
キ
ブ
リ
の
触
角
を
照
ら
す

１
０
．毛
虫
と
蝶
々
は
ま
さ
に
牢
屋
の
中
の
身
と
自
由
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。
１
４
．で
は
同
じ
く
小
動
物
の
描
写
が
巧
み
で
、
触
角
は
閉
じ
込

め
ら
れ
た
囚
人
の
心
理
的
投
射
に
あ
た
る
。

４
４
．

鐵
窗
上
出
現 

鉄
窓
に
現
れ
た
飛
行
機

一
架
飛
機 

昨
日
の
燕
の
方
向
へ



台湾現代詩における俳句の影響について（続） ── 一九九〇年代後半から現在までの詩界（11）

循
昨
日
燕
子
的
航
向
飛
去 

飛
ん
で
行
っ
た

７
６
．

又
是
失
眠 

ま
た
も
不
眠

乾
脆
睜
開
鐵
窗 

い
っ
そ
鉄
窓
の

湛
藍
的
獨
眼 

青
々
と
し
た
独
眼
を
開
け
よ
う

４
４
．
は
、
囚
人
の
退
屈
な
日
々
を
昨
日
の
燕
と
今
日
の
飛
行
機
で
現
す
。
７
６
．
は
、
鉄
窓
を
不
眠
の
眼
と
喩
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
置

き
換
え
の
技
法
は
林
建
隆
の
中
国
語
俳
句
に
よ
く
出
て
く
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
林
建
隆
は
一
九
九
七
、
一
九
九
八
、
一
九
九
九
の
三
年
間
に
三
冊
の
現
代
中
国
語
俳
句
を
上
梓
し
、
一
九
九
三
年
後
に

一
旦
下
火
に
な
っ
た
俳
句
ブ
ー
ム
を
盛
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

二

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
戒
厳
令
解
除
前
の
一
九
八
〇
年
代
に
、
中
国
本
土
出
身
の
木
心
と
い
う
「
外
部
の
力
」
を
借
り
て
中
国
語
俳
句
の

連
載
を
始
め
た
の
は
、
大
手
新
聞
『
聯
合
報
』「
副
刊
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
競
争
相
手
の
『
中
国
時
報
』「
人
間
副
刊
」
が
一
九
九
三
年

に
台
湾
の
有
名
詩
人
た
ち
の
俳
句
を
掲
載
す
る
「
俳
句
ブ
ー
ム
」
を
仕
掛
け
た
こ
と
で
、
台
湾
現
代
詩
に
お
け
る
現
代
中
国
語
俳
句
の
地
位

が
確
立
さ
れ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、『
聯
合
報
』「
副
刊
」
は
『
中
国
時
報
』「
人
間
副
刊
」
に
「
仇
」
を
討
つ
よ
う
に
、
ま
た
「
外
部
の
力
」
を
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借
り
て
現
代
中
国
語
俳
句
の
連
載
を
始
め
た
。
今
回
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高
名
な
中
国
学
者
馬
悦
然
（
ヨ
ー
ラ
ン
・
マ
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
、

一
九
二
四
～
二
〇
一
九
）
で
あ
っ
た
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
俳
句
と
言
え
ば
、
す
ぐ
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
の
ト
ー
マ
ス
・
ト
ラ
ン
ス
ト
ロ
ン
メ
ル
（
一
九
九
一
～
二
〇
一
五
）

が
想
起
さ
れ
る
が
、
馬
悦
然
が
二
〇
〇
一
年
俳
句
連
載
の
前
に
『
聯
合
報
』
に
発
表
し
た
エ
ッ
セ
イ
「
一
位
被
遺
忘
的
詩
人
」（
一
人
の
忘

れ
ら
れ
た
詩
人
）

9は
一
九
二
〇
年
代
の
小
詩
運
動
に
触
れ
な
が
ら
、
四
川
省
の
詩
人
楊
吉
甫
（
一
九
〇
四
～
一
九
六
二
）
の
短
詩
を
紹
介
し

て
い
る
。
同
年
九
月
、『
聯
合
報
』
に
現
代
口
語
体
中
国
語
の
「
俳
句
五
首
」
を
発
表
し
、
連
載
を
始
め
た
。

10翌
年
、
馬
悦
然
は
連
載
さ
れ

た
百
首
の
中
国
語
俳
句
を
ま
と
め
て
『
俳
句
一
百
首
』
を
上
梓
し
た
。

11作
品
は
題
な
し
で
番
号
の
み
が
振
っ
て
あ
り
、
ト
ラ
ン
ス
ト
ロ
ン

メ
ル
のhaikudikter

（
俳
句
詩
）
と
同
じ
く
、
基
本
的
に
五
・
七
・
五
の
三
行
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

集
中
の
中
国
語
俳
句
は
、
馬
悦
然
の
少
年
時
代
の
思
い
出
、
中
国
四
川
省
に
滞
在
す
る
時
期
の
体
験
、
水
滸
伝
や
唐
詩
な
ど
の
中
国
古
典

文
学
等
々
、
多
岐
な
内
容
が
時
に
は
四
川
方
言
を
交
え
た
く
だ
け
た
口
語
体
の
中
国
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
読
者
に
は
典
拠
の
分
か
り
に
く

い
所
が
あ
る
が
、
同
書
付
録
の
「
専
訪
馬
悦
然
，
談
《
俳
句
一
百
首
》」（
馬
悦
然
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：『
俳
句
一
百
首
』
に
つ
い
て
）

12を

依
拠
に
考
察
し
て
み
る
。

　

ま
ず
、
日
本
俳
句
へ
の
挨
拶
の
一
句
を
掲
げ
る
。

５
７

蝌
蚪
們
做
夢 

ち
ゃ
ぽ
ん
と
、
池
に
飛
び
込
む

叭
嗒
地
跳
入
池
塘
！ 

お
た
ま
じ
ゃ
く
の
夢

聽
到
麽
，
芭
蕉
？ 

芭
蕉
さ
ん
、
聞
こ
え
た
か
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右
に
掲
げ
た
『
林
建
隆
俳
句
集
』
の
７
６
．
と
同
じ
く
、
お
そ
ら
く
芭
蕉
の
名
句
と
の
応
酬
を
通
じ
て
、「
俳
句
」
と
し
て
の
「
正
当
化
」

を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
三
分
の
一
ほ
ど
の
分
量
を
占
め
る
中
国
の
古
典
文
学
を
典
拠
に
し
た
俳
句
を
掲
げ
る
。

３

“

逍
遙
的
蝴
蝶
！ 

「
逍
遥
た
る
胡
蝶
よ

你
的
宇
宙
太
窄
吧
？ 

君
の
世
界
は
狭
す
ぎ
な
い
か
」

莊
周
不
理
我
。 

荘
子
に
無
視
さ
れ
た
。

４嗨
！
五
柳
先
生
！ 

ハ
イ
、
五
柳
先
生

杯
中
物
醸
好
了
麽
？ 

お
酒
が
で
き
た
の
か

影
子
已
長
亦
！ 

影
が
す
で
に
長
く
な
っ
て
い
る
よ

６別
傷
心
，
清
照
， 

悲
し
ま
な
い
で
、
清
照
さ
ん

似
曾
相
識
的
孤
雁 

知
っ
て
い
た
雁
が
き
っ
と

肯
定
會
找
你
。 

戻
っ
て
あ
な
た
に
会
い
に
く
る
よ
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９觀
世
音
菩
薩
！ 

観
音
菩
薩
様
よ

別
叫
悟
空
多
情
啊
！ 

孫
悟
空
が
恋
に
落
ち
る
の
を
や
め
さ
せ
て

他
心
非
石
也
！ 

彼
だ
っ
て
、
心
は
石
で
は
な
い
か
ら

２
７

三
杯
過
崗
了
！ 

三
杯
飲
ん
で
丘
を
越
え
た
よ

白
額
大
蟲
何
所
似
？ 

白
い
額
の
虎
は
ど
う
だ
っ
て

空
虛
的
錦
囊
。 

た
だ
の
錦
袋
に
な
っ
ち
ま
っ
た

４
９

告
訴
你
，
蒲
公
： 

蒲
先
生
、
教
え
ま
し
ょ
う

四
川
的
狐
狸
精
啊
， 

四
川
省
の
狐
の
お
化
け
は

比
山
東
的
美
。 

山
東
省
の
よ
り
は
美
人
だ
よ

５
０

“

李
白
，
你
看
你
！ 

「
李
白
、
見
て
み
な

平
仄
簡
直
反
規
程
！

“ 

平
仄
は
合
っ
て
い
な
い
よ
」

“

有
啥
關
係
呢
？

“ 

「
気
に
し
な
い
、
気
に
し
な
い
」
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３
は
「
荘
周
夢
に
蝶
と
な
る
」
と
い
う
故
実
に
よ
る
。
荘
子
は
夢
の
中
で
自
分
が
蝶
々
だ
っ
た
が
、
目
が
覚
め
る
と
人
間
に
戻
っ
て
い
る
の

で
、
蝶
々
の
時
は
夢
だ
っ
た
の
か
、
人
間
の
時
は
夢
だ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
。
４
の
「
五
柳
先
生
」
は
陶
淵
明
の
こ
と
で

あ
る
。
陶
淵
明
が
お
酒
が
す
き
だ
っ
た
の
で
、
醸
造
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
横
か
ら
「
も
う
で
き
た
の
か
、
日
が
暮
れ
て
い
る
よ
」
と
問
い
か

け
た
の
で
あ
る
。
６
は
宋
代
の
女
性
詞
人
李
清
照
の
詩
句
に
あ
る
「
似
曾
相
識
（
前
に
会
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）」
雁
を
話
題
に
し
て
い
る
。

９
は
水
滸
伝
の
一
幕
（
孫
悟
空
が
観
音
菩
薩
の
色
っ
ぽ
い
寝
間
着
姿
を
目
に
し
て
す
っ
か
り
惚
れ
て
し
ま
っ
た
）
を
下
敷
き
に
し
た
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
の
作
品
で
あ
る
が
、
解
説
が
な
け
れ
ば
な
か
な
か
解
せ
な
い
。
２
７
は
『
水
滸
伝
』
の
故
実
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
武
松
が
素

手
で
殴
り
殺
し
た
虎
が
た
だ
の
「
錦
の
袋
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
４
９
は
蒲
松
齢
の
『
聊
斎
志
異
』
に
よ
く
出
る
「
狐
が
美
人
に
化
け

る
」
と
い
う
怪
談
パ
タ
ー
ン
に
基
づ
い
て
い
る
。
５
０
は
、
李
白
の
詩
が
自
由
奔
放
な
古
詩
タ
イ
プ
が
多
く
、
近
体
詩
を
書
い
て
も
杜
甫
の

よ
う
に
平
仄
等
の
韻
律
規
則
を
し
っ
か
り
守
ら
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

右
の
タ
イ
プ
が
本
集
に
お
い
て
は
も
っ
と
も
多
い
。
そ
の
他
は
、
た
と
え
ば
現
在
中
国
に
お
け
る
伝
統
文
化
や
環
境
破
壊
な
ど
に
つ
い
て
、

１
３

誰
説
江
南
好 

誰
が
「
江
南
好
し
」
と
言
っ
た
の

蘇
州
已
經
完
蛋
了
！ 

蘇
州
は
も
う
お
し
ま
い

往
錢
看
？
胡
説
！ 

銭
へ
向
か
え
だ
と
？
馬
鹿
を
言
え

１
４

“

情
況
怎
麽
樣
？

“ 

「
状
況
は
ど
う
だ
」

窮
得
簡
直
只
有
錢
！

“ 

「
金
し
か
残
っ
て
い
な
い
ほ
ど
貧
乏
だ
」
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流
沙
河
傷
心
。 

流
沙
河
が
悲
し
む

１
５

雨
中
芭
蕉
樹
， 

雨
中
の
芭
蕉
の
木

滴
滴
答
答
，
答
答
滴
： 

ぱ
た
ぱ
た　

ぱ
た
り

天
使
流
眼
淚
！ 

天
使
の
涙

１
３
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
中
国
の
経
済
高
速
成
長
は
蘇
州
の
よ
う
な
歴
史
的
町
の
街
並
み
を
ほ
ぼ
破
壊
尽
く
し
た
状
況
を
訴
え

て
い
る
。「
銭
へ
向
か
え
」
と
は
当
時
の
流
行
り
言
葉
で
、
本
来
の
「
前
へ
向
か
え
」
と
い
う
熟
語
の
「
前
（
ぜ
ん
）」
に
「
銭
（
ぜ
ん
）」

を
掛
け
た
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
江
南
好
」
と
は
白
楽
天
の
名
詩
「
憶
江
南
」
の
冒
頭
で
あ
る
。
１
４
は
同
じ
く
、
経

済
成
長
と
比
例
す
る
伝
統
文
化
の
破
壊
を
嘆
い
た
作
品
で
あ
る
。
流
沙
河
は
四
川
省
の
詩
人
で
あ
る
。
１
５
は
、
作
者
の
記
憶
に
あ
る
戦
前

の
蘇
州
の
美
し
さ
を
雨
中
の
芭
蕉
を
通
し
て
描
写
し
、
現
在
と
比
較
す
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
に
方
言
研
究
の
た
め
、
四
川
省
の
お
寺
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
の
思
い
出
を
詠
む
作
品
も
い
く
つ
か
あ
る
。

２
６

小
和
尚
供
養
： 

少
年
僧
た
ち
の
供
養

“

生
死
苦
海
有
何
樂

“ 

「
生
死
苦
海
何
の
楽
し
み
か
有
ら
ん
」

“

笑
什
麽
，
彌
勒
？

“ 

「
何
笑
っ
て
る
の
、
弥
勒
の
つ
も
り
か
」
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３
６

牧
童
發
慌
了
： 

牧
童
が
慌
て
た

雲
海
淹
沒
了
山
坡
！ 

雲
海
が
山
道
を
蔽
っ
た

我
的
羊
在
哪
兒
？ 

私
の
羊
た
ち
は
ど
こ

３
７

老
和
尚
埋
怨
： 

年
よ
り
の
和
尚
が
文
句
た
ら
た
ら

“

一
兩
大
烟
兩
塊
錢
！ 

「
一
両
の
ア
ヘ
ン
は
銀
貨
二
つ
？

怎
得
到
遼
西
？

“ 

極
楽
の
境
地
に
入
れ
ね
え
」

８
９

多
麽
可
愛
啊
， 

水
牛
に
乗
っ
て
い
た

那
騎
水
牛
的
姑
娘 

あ
の
か
わ
い
い
少
女

別
想
她
！
睡
吧
！ 

も
う
止
せ
、
お
休
み

２
６
は
無
邪
気
な
少
年
僧
た
ち
が
供
養
の
お
経
の
意
味
も
分
か
ら
ず
く
す
く
す
笑
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
３
６
は
四
川
省
峨
眉
山
の
雲
海

で
あ
る
。
３
７
で
は
、
和
尚
は
ア
ヘ
ン
の
値
上
が
り
に
つ
い
て
文
句
を
言
う
一
こ
ま
で
あ
る
が
、
ア
ヘ
ン
戦
争
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
、
ア

ヘ
ン
は
百
年
近
く
中
国
人
の
肉
体
と
精
神
を
蝕
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
８
９
で
は
、
作
者
が
当
時
よ
く
見
か
け
る
十
歳
前
後
の
美
し
い

少
女
の
姿
が
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
所
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う
に
、
非
常
に
口
語
的
な
文
体
を
使
っ
て
、
厳
し
い
社
会
批
判
も
あ
る
が
、
大
半
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
筆
致
で
中
国
古
典
の
世
界
、

若
い
時
の
四
川
省
の
思
い
出
な
ど
を
中
国
語
俳
句
で
綴
っ
て
い
る
。
作
者
に
よ
る
と
、
台
湾
で
中
国
語
俳
句
を
発
表
す
る
前
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
母
国
語
で
も
俳
句
を
創
作
し
て
い
た
が
、
な
ぜ
か
中
国
語
で
書
く
の
が
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
質
も
高
い
と
言
う
。13
プ
ロ
で
は
な
く
、

学
者
タ
イ
プ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
詩
人
で
は
あ
る
が
、
俳
句
と
い
う
文
体
で
台
湾
の
詩
界
を
輝
か
せ
た
に
違
い
な
い
。

三

　

し
ば
ら
く
俳
句
か
ら
離
れ
て
い
た
陳
黎
は
二
〇
〇
六
年
、
新
た
に
百
首
の
現
代
中
国
語
俳
句
を
創
作
し
、
一
九
九
三
年
の
百
首
と
合
本
し

て
、『
小
宇
宙
―
―
現
代
俳
句
２
０
０
首
』
と
題
し
て
出
版
し
た
。

14さ
ら
に
二
〇
一
六
年
、
２
０
０
首
の
作
品
を
「
母
詩
」
と
し
て
、
６
６

首
の
変
奏
「
子
詩
」
を
創
作
し
、『
小
宇
宙
＆
変
奏
―
―
現
代
俳
句
２
６
６
首
』
を
上
梓
し
た
。15

　

番
号
で
い
え
ば
、
１
０
０
ま
で
は
一
九
九
三
年
に
初
版
さ
れ
た
も
の
で
、
１
０
１
か
ら
２
０
０
ま
で
は
二
〇
〇
六
年
に
初
版
さ
れ
た
新
し

い
部
分
で
あ
る
。
以
上
は
い
わ
ゆ
る
「
母
詩
」
で
、
２
０
１
か
ら
２
６
６
ま
で
は
二
〇
一
六
年
に
初
版
さ
れ
た
変
奏
の
「
子
詩
」
で
あ
り
、

「
２
２
９
（
拠
７
９
～
８
１
首
）」
の
よ
う
に
、
子
詩
と
母
詩
と
の
関
係
を
明
記
し
て
い
る
。

　

ま
ず
１
０
１
～
２
０
０
か
ら
数
首
を
掲
げ
て
み
る
。

１
０
１

生
中
繼
─
─ 

生
中
継
─
─

我
的
母
親
電
話
中
問
我
： 

母
は
電
話
で
僕
に
聞
く

要
不
要
回
來
吃
飯
？ 

家
へ
戻
っ
て
ご
飯
を
食
べ
る
か
と
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こ
の
作
品
の
発
想
は
子
規
に
よ
る
「
毎
年
よ
彼
岸
の
入
に
寒
い
の
は
」（
前
書
：「
母
上
の
詞
自
ら
句
に
な
り
て
」）
と
い
う
句
に
非
常
に
似

て
い
る
。

１
３
０

她
在
電
話
另
一
端
聽
著
聽
著 

彼
女
は
向
こ
う
の
受
話
器
を
聞
い
て
い
る
う
ち

睡
著
了
，
留
下
我
一
個
人 

眠
っ
た　

残
さ
れ
た
私
は
彼
女
の

沉
淪
在
她
層
層
的
呼
吸
的
線
圈
裡 

呼
吸
の
コ
イ
ル
に
沈
ん
で
い
る

こ
の
よ
う
な
隠
喩
的
描
写
に
は
、
ま
だ
最
初
の
「
一
百
首
」
の
陳
黎
の
「
俳
」
風
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
次
の
一
首
は
前
と
異
な
る
ト
ー

ン
に
な
る
。

１
３
３

那
女
侍
端
盤
清
桌
多
輕
巧 

か
の
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
が
テ
ー
ブ
ル
を
軽
や
か
に

絲
毫
不
知
黏
在
她
光
滑 

片
づ
け
る
が
つ
ゆ
も
知
ら
な
い　

つ
や
や
か
な
腕
に

臂
膀
你
目
光
之
油
膩
難
拭 

へ
ば
り
つ
い
た
あ
な
た
の
目
線
の
油
濃
さ
を

明
ら
か
に
批
判
的
な
描
写
で
あ
り
、
５
６
の
愛
の
込
め
た
優
美
な
目
線
と
は
比
較
的
で
あ
る
。

１
４
２



（20）

一
二
僧
嗜
舞 

一
人
二
人
の
僧
侶
が
ダ
ン
ス
を
嗜
み

移
二
山
寺
舞
溜
溪 

二
つ
の
お
寺
を
通
っ
て
池
ま
で
舞
い
歩
き

衣
二
衫
似
無 

二
人
の
服
も
な
い
よ
う
だ

三
行
の
発
音
は
「
一
二
三
四
五
／
一
二
三
四
五
六
七
／
一
二
三
四
五
」
の
同
音
字
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
意
味
は
ほ
ぼ
ナ
ン
セ
ン
ス
的
で
、

言
葉
遊
び
で
あ
る
。

　

母
詩
か
ら
子
詩
へ
の
「
変
奏
」
を
一
例
掲
げ
る
。

１
５
８

人
啊
，
來
一
張 
人
よ
、
一
枚
の

存
在
的
寫
真
： 

存
在
の
写
真
：

　
　
　
　
　
　
囚 

　
　
　
　
　
　

囚

１
５
９

晨
起
，
一
片
片
冰
涼
的
豆
花
入
口 

朝
起
き
て
冷
た
い
豆
花
が
口
に
入
り

如
一
次
次
完
整
的
舌
頭
：
這
是 

一
回
一
回
の
舌
の
よ
う
に
：
こ
れ
は

絕
不
會
變
質
的
花
言
巧
語
，
舌
吻 

絶
対
に
変
質
し
な
い
甘
い
言
葉
、
デ
ィ
ー
プ
キ
ス

１
６
０
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讓
芭
蕉
寫
他
的
俳
句
，
走
他
的 

芭
蕉
に
彼
の
俳
句
を
書
か
せ
、
彼
の

奧
之
細
道
：
我
的
芭
蕉
選
擇 

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
歩
か
せ
：
私
の

書
寫
你
的
奧
之
細
道 

芭
蕉
は
あ
な
た
の
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
書
く
こ
と
を
選
ん
で
い
る

　
　
変
奏

　
　
２
５
３
（
據
１
５
８
～
１
６
０
首
） 

２
５
３
（
１
５
８
～
１
６
０
首
に
よ
る
）

　
　
囚
： 

囚
：

　
　
　
　
我
的
人
如
豆
花 

　
　
私
と
い
う
人
は
豆
花
の
ご
と
く

　
　
　
　
入
你
的
口 

　
　
君
の
口
に
入
る

母
詩
の
本
意
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
、
そ
も
そ
も
三
首
は
最
初
か
ら
関
連
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
変
奏
は
三
首
を

一
つ
に
ま
と
め
て
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
る
で
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
タ
イ
ト
ル
を
与
え
た
「
変

奏
」
で
あ
る
の
で
、
陳
黎
式
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
表
出
で
あ
ろ
う
か
。
近
年
、
陳
黎
は
中
国
本
土
の
あ
る
出
版
社
か
ら
芭
蕉
・
子
規
ら
の
俳
句
、

西
行
・
良
寛
ら
の
短
歌
な
ど
を
中
国
語
訳
し
、
日
本
文
学
研
究
者
の
中
で
、「
陳
黎
現
象
」
を
引
き
起
こ
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。16

　

二
〇
一
〇
年
代
に
入
る
と
、
中
国
本
土
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
国
系
社
会
な
ど
で
、
様
々
な
短
詩
型
が
流
行
り
出
し
た
。
晦
渋
な

「
三
行
詩
」、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
「
閃
詩
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
影
響
が
大
き
く
、
現
在
で
も
進
行
中
の
も
の
は
、
二
〇
一

六
年
以
降
の
「
截
句
ブ
ー
ム
」
で
あ
る
。
も
と
も
と
中
国
本
土
の
作
家
・
蒋
一
談
が
二
〇
一
五
年
世
に
問
う
た
詩
集
『
截
句
』

17が
、
截
句
と

い
う
形
式
の
始
ま
り
で
あ
る
。
蒋
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
彼
は
日
本
の
自
由
律
俳
句
か
ら
影
響
を
受
け
、
四
行
以
内
の
「
無
題
」
の
短
詩
で

瞬
間
的
観
照
を
切
り
取
る
（
中
国
語
：
截
取
）
こ
と
を
「
截
句
」
の
趣
旨
と
し
た
の
で
あ
る
。
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台
湾
で
も
瞬
く
間
に
反
響
が
見
ら
れ
た
。
二
〇
一
六
年
、
台
湾
の
著
名
詩
人
の
白
霊
（
一
九
五
一
～　

）
が
截
句
の
創
作
を
始
め
て
提
唱

し
、「
台
湾
詩
学
」
の
同
人
会
議
で
、
翌
年
に
截
句
シ
リ
ー
ズ
の
出
版
を
提
案
し
た
。
同
詩
社
のFacebook

サ
イ
ト
「
吹
鼓
吹
詩
論
壇
」
で

は
二
〇
一
七
年
一
月
か
ら
截
句
投
稿
が
始
ま
り
、
九
月
に
、
台
湾
詩
学
季
刊
社
は
十
五
部
の
「
截
句
詩
集
シ
リ
ー
ズ
」
を
出
版
し
た

18。
中

国
大
陸
の
截
句
と
異
な
る
点
と
い
え
ば
、
台
湾
の
截
句
は
詩
題
が
必
須
で
あ
る
。
白
霊
の
一
首
を
見
て
み
よ
う
。

＜

葬＞

時
間
搬
運
不
了
的
交
予
螞
蟻
吧	

時
間
の
運
び
き
れ
ぬ
も
の
を
ア
リ
に
ま
か
せ
よ
う

由
有
　
解
構
成
無
就
拜
託
蛆
蟲
了	

有
か
ら　

無
に
脱
構
築
す
る
の
を
蛆
虫
に
託
そ
う

陰
影
正
在
開
花	
陰
影
が
花
を
咲
か
せ
つ
づ
け

漸
漸
開
滿
一
座
山	
次
第
に
花
の
山
へ
と
姿
を
変
え
て
い
く

上
記
の
截
句
の
内
容
は
、
最
初
の
二
行
は
高
度
に
縮
約
さ
れ
た
形
で
一
つ
の
焦
点
か
ら
展
開
し
、
一
行
を
空
け
て
後
ろ
の
二
行
に
移
り
、

「
起
承
転
結
」
を
と
げ
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
截
句
が
他
の
種
類
の
短
詩
と
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

　

学
者
詩
人
で
、
截
句
美
学
の
理
論
家
で
あ
る
蕭
蕭
の
一
首
を
掲
げ
る
。

＜

革
面
洗
心＞

 

　

改
心

一
絲

　
一
絲 

一
糸　

一
糸

一
絲
不
掛
在
天
空
的
雨　

 

一
糸
も
空
に
ま
と
わ
ぬ
雨
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洗
了
天
洗
了
臉
　
也
洗
了
自
己 

空
を
洗
い
顔
を
洗
い　

自
分
も
洗
っ
た

短
く
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
も
の
が
多
い
が
、
象
徴
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
短
詩
型
と
位
置
づ
け
て
よ
か
ろ
う
か
。

　

詩
人
霊
歌
（
一
九
五
一
～　

）
の
一
首
を
掲
げ
る
。

＜

退＞
 

　
退
く

掌
聲
像
落
花 

拍
手
は
落
花
の
ご
と
く

撲
滿
他
一
身 

彼
に
降
り
そ
そ
い
だ

他
不
語 
無
言
の
彼
は

只
微
微
鞠
了
躬 

ち
ょ
っ
と
お
辞
儀
し
た

「
退
」
と
い
う
題
は
、「
引
退
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
拍
手
を
花
に
た
と
え
て
「
降
り
そ
そ
い
だ
」
以
外
、
と
く
に
抽
象
的
な
隠
喩
を
使
っ
て

い
な
い
。
截
句
の
中
で
、
わ
り
あ
い
「
俳
句
的
」
な
四
行
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
截
句
は
短
い
も
の
の
、
と
く
に
俳
句
美
学
を
意
識
し
て
い
な
い
の
で
、（
ポ
ス
ト
）
モ
ダ
ニ
ズ
ム
現
代
詩
の
一
つ
の
流

れ
と
捉
え
た
ほ
う
が
良
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

繰
り
返
す
よ
う
で
あ
る
が
、「
中
国
語
俳
句
」
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
合
、
本
質
論
と
い
う
よ
り
、
ま
ず
は
「
俳
句
と
は
何
か
」
と
い
う

形
式
上
の
認
知
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
存
在
し
な
い
こ
と
を
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
行
で
あ
れ
ば
俳
句
か
、
日
本
情
緒

の
短
詩
で
あ
れ
ば
俳
句
か
、
季
語
ら
し
き
言
葉
が
入
れ
ば
俳
句
か
、
ハ
イ
ク
・
モ
ー
メ
ン
ト
は
必
須
条
件
か
、
五
七
五
を
ま
も
れ
ば
俳
句
か

な
ど
、
様
々
な
認
知
モ
ー
ド
が
存
在
す
る
。
本
論
は
截
句
を
別
に
し
て
、
基
本
的
に
「
俳
句
」
と
自
称
し
た
短
詩
を
俳
句
と
し
て
検
討
し
、

そ
こ
に
直
接
的
間
接
的
、
ど
れ
ほ
ど
の
本
場
俳
句
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
か
を
考
察
し
た
。
筆
者
が
携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
「
華
文
二
行
俳

句
」19
は
す
で
に
ほ
か
の
論
考
で
取
り
上
げ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
論
し
な
い
。

　

ネ
ッ
ト
時
代
で
は
、「
詩
の
発
表
」
と
い
う
高
嶺
の
花
だ
っ
た
行
為
も
か
な
り
容
易
に
な
り
、
現
代
詩
は
プ
ロ
の
手
か
ら
解
放
さ
れ
、
一

般
愛
好
者
も
様
々
な
ネ
ッ
ト
結
社
に
参
加
し
て
詩
人
と
い
う
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
便
利
で
一
見
ハ
ー
ド
ル
の
低
い
短

詩
型
と
い
う
文
芸
形
式
が
多
く
の
方
に
贔
屓
に
さ
れ
て
い
る
の
も
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
詩
の
大
衆
化
も
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
時
代
の

一
つ
の
側
面
で
あ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
中
国
語
俳
句
は
一
九
九
〇
年
代
の
「
俳
句
ブ
ー
ム
」
以
来
、
台
湾
詩
壇
の
一
席
を
占
め
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
終
始
主
流
の
「
補

足
的
」
立
場
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
右
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
截
句
の
成
立
は
俳
句
の
影
響
か
ら
出
発
し
た
も
の
の
、
台

湾
で
流
行
り
出
し
て
か
ら
、
そ
の
理
論
家
の
蕭
蕭
は
蒋
一
談
が
提
唱
し
た
俳
句
性
を
否
定
し
、
あ
く
ま
で
も
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
の
発
展
（
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
）
と
中
国
古
典
截
句
（
絶
句
）
の
継
承
に
そ
の
真
髄
を
求
め
て
い
る
。20

　

と
い
う
よ
う
に
、
現
代
中
国
語
俳
句
は
ま
だ
発
展
途
中
の
段
階
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
様
々
な
形
式
の
実
験
も
、
他
国
の
国
際

俳
句
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
現
代
中
国
語
俳
句
、
お
よ
び
本
場
俳
句
の
影
響
を
受
け
た
現
代
中
国
語
短
詩
型
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に
は
、
今
後
も
本
場
俳
句
の
養
分
を
吸
収
し
つ
つ
、
独
自
の
発
展
を
遂
げ
て
ほ
し
い
。

注
：

１  

呉
衛
峰
「
台
湾
現
代
詩
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
に
つ
い
て
─
─
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
中
国
語
俳
句
ブ
ー
ム
を
中
心
に
」『
東
北
公
益
文

科
大
学
総
合
研
究
論
集
』
第
４
１
号
、
二
〇
二
二
年
一
月
。

２  『
林
建
隆
俳
句
集
』、
台
北
：
前
衛
出
版
社
、
一
九
九
七
年
七
月
。『
生
活
俳
句
』、
台
北
：
探
索
文
化
、
一
九
九
八
年
一
一
月
。『
鐵
窓
的

眼
晴
─
─
林
建
隆
俳
句
集
Ⅲ
』、
台
北
：
月
旦
出
版
、
一
九
九
九
年
五
月
。

３  

李
魁
賢
「
林
建
隆
的
俳
句
世
界
」『
文
學
臺
灣
』
２
８
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
、
二
三
八
頁
。
巫
永
福
「
林
建
隆
俳
句
集
・
序
」『
林
建

隆
俳
句
集
』、（
２
）
頁
。

４  

日
本
占
領
時
代
か
ら
の
小
説
家
、
詩
人
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
明
治
大
学
在
学
中
に
、
友
人
と
と
も
に
台
湾
最
初
の
日
本
語
純
文

学
雑
誌
『
フ
ォ
ル
モ
サ
』
を
創
刊
し
た
。

５  

原
書
で
は
各
作
品
に
番
号
が
振
っ
て
い
な
い
。

６  

鄭
慧
如
『
台
灣
現
代
詩
史
』、
台
北
：
聯
経
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
、
六
四
五
～
六
四
六
頁
。

７  『
小
宇
宙
─
─
現
代
俳
句
一
百
首
』、
台
北
：
皇
冠
、
５
１
番
。
七
三
頁
。

８  『
鐵
窓
的
眼
晴
─
─
林
建
隆
俳
句
集
Ⅲ
』、
一
二
頁
。

９  『
聯
合
報
』、
二
〇
〇
一
年
五
月
一
八
日
、
聯
合
副
刊
。

⓾  

同
上
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
三
日
。

⓫  

台
北
：
聯
合
文
学
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
。
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⓬  
陳
文
芬
、《
俳
句
一
百
首
》、
一
二
〇
～
一
四
二
頁
。

⓭  
同
上

⓮  

台
北
：
二
魚
文
化
、
二
〇
〇
六
年
五
月
。

⓯  

台
北
：
九
歌
、
二
〇
一
六
年
四
月
。

⓰  

北
京
聯
合
出
版
社
。

⓱  

北
京
：
新
星
、
二
〇
一
五
年
。

⓲  

台
北
：
秀
威
、
二
〇
一
七
年
九
月
。

⓳  

呉
衛
峰
等
『
華
文
俳
句
選
─
─
吟
詠
当
下
的
美
学
』、
台
北
：
醸
出
版
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
。

⓴  『
蕭
蕭
截
句
』、
台
北
：
秀
威
、
二
〇
一
七
年
九
月
、
一
〇
頁
。




